
特
集

次の時代を見据えて新事業に挑戦

新型コロナ感染症の影響拡大により人々のライフスタイルは大きく変容した。今までの当たり前が通用し
なくなった時、これまでのビジネスモデルも社会から受け入れられなくなってしまう。中小企業はこうし
たリスクを念頭に置き、常に新たなビジネスの種を探し続ける必要があるのではないだろうか。

新たな儲けの
タネを求めて

（出典）（一社）福井県商工会議所連合会
　　　 「新型コロナウイルス感染症を契機とした新事業展開に関する調査」より

（単位：％）

　
（
一
社
）
福
井
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が

昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
し
た
新
事
業
展

開
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
（
２
０
２
０
年
３
月
以
降
）
に
新

事
業
展
開
に
取
り
組
ん
だ
企
業
の
割
合
は
、

今
後
予
定
し
て
い
る
も
の
も
含
め
て
34
・

１
％
で
あ
っ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

　

一
方
で
、
新
事
業
に
取
り
組
む
予
定
の

な
い
企
業
は
64
・
９
％
に
上
っ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
多
く
の
企
業
は
「
既
存

事
業
に
集
中
す
る
」
を
挙
げ
て
い
る
。
厳

し
く
な
る
一
方
の
経
営
環
境
の
中
、
こ
の

判
断
は
間
違
い
と
は
言
え
な
い
が
、
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
新
事
業
の

検
討
を
常
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

時
代
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
現
在

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
今
後
も
通
用
す
る

保
証
は
な
く
、
新
た
な
〝
儲
け
の
タ
ネ
〟

を
見
つ
け
新
事
業
に
育
て
る
に
は
時
間
が

か
か
る
か
ら
だ
。

　

特
に
経
営
資

源（
ヒ
ト・モ
ノ・

カ
ネ
）
に
制
約

の
あ
る
中
小
企

業
は
、
時
代
の

流
れ
を
読
み
取

り
、
積
極
的
に

新
事
業
に
取
り

組
む
姿
勢
が
重

要
と
な
る
。

　

今
回
の
特
集

で
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
、

果
敢
に
新
事
業

に
取
り
組
む
こ

と
で
成
果
を
挙

げ
て
い
る
企
業

を
紹
介
す
る
。

コロナ禍以降（2020年3月以降）の新事業展開の取り組み状況グラフ1

以前から新事業展開を行っていたが、コロナ禍を契機として別の新事業を始めた

今までは新事業展開を
行っていなかったが、
コロナ禍を契機に取り
組み始めた

以前から新事業展開
を行っていたが、コ
ロナ禍を契機に取り
やめた

今後取り組
みを予定し
ている

取り組
む予定
はない
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㈱
オ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ
は
ス
ポ
ー
ツ

用
品
店
を
県
内
で
４
店
舗
展
開
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
は
外
商

も
行
っ
て
お
り
、
体
育
の
授
業
で
使

用
す
る
器
具
等
を
県
内
全
て
の
中
学

校
・
高
校
へ
納
品
し
て
い
る
。

　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
猛
威
を
振
る
い

は
じ
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
県
内
の
学
校
で
は
ク

ラ
ブ
活
動
が
停
止
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。
毎
日
の
部
活
動
で
使
用
さ

れ
る
消
耗
品
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
た
め
、
同
社
の
売
上
も
大

幅
な
減
少
に
転
じ
た
。

　

こ
の
時
期
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
は
積
極
的
に
マ
ス
ク
製
造
に
取

り
掛
か
り
、
同
社
も
マ
ス
ク
の
販
売

に
力
を
入
れ
た
が
、「
マ
ス
ク
で
は

飛
沫
感
染
は
防
止
で
き
て
も
、
接
触

感
染
は
防
げ
な
い
。
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
な
い
子
供
た
ち
が
集
団
感
染

し
た
り
し
な
い
か
心
配
」
と
い
う
取

引
先
の
学
校
関
係
者
の
声
が
室
谷
社

長
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
県
外
の
大
手

ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
同
社

に
「
光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ

い
て
の
提
案
が
あ
っ
た
。
光
触
媒
と

は
、
太
陽
光
や
室
内
光
と
主
成
分
で

あ
る
二
酸
化
チ
タ
ン
が
化
学
反
応
を

起
こ
す
こ
と
で
有
害
物
質
を
水
と
二

酸
化
炭
素
に
分
解
す
る
働
き
の
こ
と

で
、
こ
れ
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ

と
で
除
菌
・
消
臭
・
防
カ
ビ
の
効
果

が
あ
る
。
一
度
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

え
ば
お
よ
そ
２
年
効
果
が
持
続
す
る

た
め
、
大
勢
の
生
徒
が
手
に
触
れ
る

可
能
性
が
高
い
学
校
の
体
育
用
具
な

ど
で
も
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。

　

と
は
い
え
、
効
果
が
目
に
見
え
な

い
た
め
室
谷
社
長
も
最
初
は
半
信
半

疑
だ
っ
た
が
、
メ
ー
カ
ー
が
テ
ス
ト

で
行
っ
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
証
結

果
を
見
て
自
社
で
の
施
工
を
決
意
。

す
ぐ
に
社
員
を
講
習
に
参
加
さ
せ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
資
格
を
取
得
、
昨

年
４
月
に
機
材
類
を
購
入
し
、
県
内

で
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

現
在
、
同
社
に
は
室
谷
社
長
を
含

め
４
名
の
有
資
格
者
が
在
籍
す
る
。

最
初
は
会
社
名
と
事
業
内
容
が
リ
ン

ク
せ
ず
苦
労
し
た
も
の
の
、
公
共
施

設
を
中
心
に
実
績
を
重
ね
、
現
在
で

は
学
校
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
多
方
面
か

ら
引
合
い
が
入
っ
て
い
る
。

　

室
谷
社
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
た
と
し
て
も
、
元
の
状
況
に

戻
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
学
校
関

係
に
用
品
を
販
売
す
る
当
社
と
し
て

は
、
商
品
に
光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
施
し
て
納
品
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
の
感
染
防
止
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
を
展
望
し
た
。

光触媒の技術で感染拡大防止に貢献する
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光触媒コーティングの施工風景写真



　

西
端
ブ
ロ
ー
工
業
㈱
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
を
行
っ
て
お

り
、
大
手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
・
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

い
た
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
を
主
力
と
し
て
い

る
。

　

一
昨
年
初
頭
か
ら
国
内
で
感
染
が

拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
大
口
取
引
先

か
ら
の
受
注
が
減
少
。
一
部
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
容
器
成
型
の
内
製
化

や
、
詰
め
替
え
商
品
の
開
発
な
ど
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
ま
た
時
期
を

同
じ
く
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
、
海
洋
ご
み
の
多
く
を
占
め

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
流

れ
も
顕
著
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
こ

こ
ま
で
売
上
減
少
が
続
い
た
の
は
長

い
会
社
の
歴
史
で
も
初
め
て
」
と
加

藤
常
務
は
こ
こ
数
年
を
振
り
返
る
。

　

だ
が
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
製

造
す
る
企
業
だ
か
ら
こ
そ
環
境
問

題
・
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
動
き
に
率

先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と

考
え
、
同
社
は
１
０
０
％
自
然
に
還

る
生
分
解
性
素
材
成
形
の
研
究
を
開

始
し
た
。
た
だ
、
自
然
に
還
る
エ
コ

な
素
材
を
取
引
先
に
提
案
し
た
も
の

の
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
な
か
な
か
前
向
き

な
返
事
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。「
時

代
は
必
ず
脱
プ
ラ
の
流
れ
と
な
る
。

メ
ー
カ
ー
が
扱
っ
て
く
れ
な
い
な
ら

自
社
商
品
と
し
て
販
売
し
よ
う
」
と

社
長
が
決
意
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

開
発
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
困
難
の
連
続

だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
と
は
異
な
り
、
自
然
素
材
は

熱
に
弱
く
、
加
熱
す
る
と
成
型
機
の

中
で
焦
げ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
の

だ
。
素
材
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め

の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
試
作

を
繰
り
返
す
こ
と
１
年
余
り
、
自
社

商
品
第
一
弾
と
し
て
昨
年
10
月
に
販

売
を
開
始
し
た
ゴ
ル
フ
の
テ
ィ
ー

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
も
勝
る
強

度
と
し
な
や
か
さ
を
持
ち
、
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
で
紛
失
し
て
も
微
生
物
に

分
解
さ
れ
自
然
に
還
る
。
同
商
品
は

現
在
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル「
楽

天
市
場
」
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
来

春
か
ら
は
北
陸
の
ゴ
ル
フ
場
を
皮
切

り
に
販
売
も
決
定
し
て
い
る
。ま
た
、

12
月
に
は
第
二
弾
と
な
る
ギ
タ
ー

ピ
ッ
ク
も
全
国
一
斉
販
売
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
自
社
新
商
品

の
開
発
・
販
売
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
加
藤
常
務
は
「
今
回
の
挑

戦
に
よ
っ
て
社
員
の
意
識
や
業
界
に

お
け
る
当
社
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
、
環
境

へ
の
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
で

取
引
先
の
意
識
も
変
わ
っ
て
く
る
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

自社オリジナル商品開発で社員意識、会社イメージを変える
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同社が開発した生分解性プラスチック製の新商品（上：ゴル
フのティー、下：ギターのピック）

同社が製造しているプラスチック容器。我々の普段の
生活でもよく目にするものばかりだ。



　　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
引
き
起

こ
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容

は
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
識

を
覆
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た

後
も
元
に
戻
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
２

社
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
」
や

「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
い
う
時
代

の
変
化
の
中
で
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を

機
敏
に
捉
え
、
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
自
社
が
有
す

る
経
営
資
源
と
新
た
な
投
資
を
融
合

さ
せ
て
〝
儲
け
の
タ
ネ
〟
を
見
事
に

掘
り
当
て
た
。
ど
ん
な
業
種
業
態
で

も
〝
儲
け
の
タ
ネ
〟
は
必
ず
周
り
に

転
が
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
価
値

に
気
付
く
こ
と
が
必
要
だ
。〝
儲
け

の
タ
ネ
〟
が
育
て
ば
、
ま
た
新
た
な

タ
ネ
を
生
む
は
ず
だ
。

　

国
も
、「
事
業
再
構
築
補
助
金
」

等
の
支
援
施
策
を
用
意
し
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
中
小
企
業

の
取
組
み
を
支
援
す
る
。
こ
れ
ら
を

有
効
に
活
用
し
、
変
化
の
荒
波
に
飲

み
込
ま
れ
な
い
企
業
体
質
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

中
小
企
業
の
経
営
計
画
策
定
・
補

助
金
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
数
多
く

手
が
け
て
い
る
中
小
企
業
診
断
士

の
加
藤
永
俊
氏
か
ら
、
新
規
事
業

に
取
り
組
む
際
の
注
意
点
等
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
伺
っ
た
。

　

一
般
的
に
、
新
規
事
業
の
成
功
確
率

は
「
ア
イ
デ
ィ
ア
数 

× 

事
業
化
成
功

率 

× 

収
益
化
成
功
率
」
の
３
つ
の
項

目
で
構
成
さ
れ
、
全
て
の
項
目
を
ク
リ

ア
す
る
確
率
は
約
１
割
前
後
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

逆
に
い
う
と
、
新
規
事
業
の
ほ
ぼ
８

割
か
ら
９
割
は
失
敗
す
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
新
規
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
既
存
事
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗

効
果
）
を
有
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
な
ど

は
、
大
幅
に
成
功
確
率
が
下
が
る
と
思

わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
経
済
産
業
省
の
新
事
業

の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
デ
ー
タ

（
２
０
１
７
年
）
に
よ
る
と
、
新
規
事

業
展
開
を
行
っ
た
企
業
の
う
ち
、
成

功
し
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
約

29
％
。
そ
の
う
ち
、
経
常
利
益
率
が
増

加
し
た
と
回
答
し
た
企
業
は
約
50
％
で

あ
り
、
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
企

業
も
現
実
的
に
存
在
し
て
い
る
。

　

失
敗
確
率
が
高
い
新
規
事
業
で
あ
る

が
、
よ
く
あ
る
失
敗
の
ケ
ー
ス
と
し
て

は
、
技
術
開
発
に
伴
う
設
備
投
資
で
あ

る
。
新
事
業
展
開
に
必
要
な
技
術
開
発

に
一
か
ら
取
り
組
み
、
技
術
レ
ベ
ル
を

事
業
化
段
階
ま
で
高
め
て
い
く
も
の
だ

が
、
多
く
の
場
合
が
事
業
化
段
階
ま
で

技
術
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
り
、
よ
う

や
く
技
術
を
確
立
し
た
段
階
で
、
新
た

に
別
の
優
位
性
の
高
い
技
術
が
確
立
さ

れ
て
し
ま
う
な
ど
、
失
敗
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
感
じ
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
事
例
と
は
逆
に
、
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
あ
り
き
で
新
事
業
展
開

す
る
ケ
ー
ス
（
一
般
的
に
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
も
買
い
手

（
顧
客
）
の
ニ
ー
ズ
よ
り
企
業
側
の
理
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以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
新
事
業
に
取

り
組
む
際
に
は
、
技
術
よ
り
も
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
。
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時
代
の
流
れ
を
読
み

新
事
業
に
果
敢
に
挑
戦
せ
よ
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